
 

 

 

 

 

以前には庭の木々に留まって騒がしい程に鳴いていたセミが、ここ数年は連日の酷暑のため

か鳴りを潜めているようです。今年の夏も体温を上回る猛暑が続き、憂慮すべき地球の温暖化を

肌で感じる毎日となりました。 

 今年度に入り５月 31日（水）に山北町教育委員会から社会教育委

員会議に対し諮問がありました。 

 

 

今回の諮問は令和４年 11月 30日に「山北のお峰入り」がユネスコ無形文化遺産に登録された

ことが契機となり、町内の各地区で伝承されている民俗芸能を含めた貴重な民俗文化財につい

て、その現況や今後のあり方等について調査・研究することを求められているものと考えます。 

山北町に限らず全国の各地には長い伝統に裏付けされた多種多様な民俗芸能があり、それは

単に五穀豊穣への感謝や娯楽のみならず、その地域で生きる人々の共同体意識の高揚などの様々

な目的を持った行事として受け継がれてきたものと考えられます。 

今、地域の民俗芸能等の保護・継承が難しい状況にあると言われています。もう何年も前から

指摘されている少子化・高齢化・過疎化という社会状況に加え、最近のコロナ禍のような想定外

の事態もあり、特に過疎化が進む地域においては伝統的な行事そのものの伝承が危ぶまれてい

る地域もあるようです。 

社会教育委員会議では上記のような状況も踏まえ、民俗文化財の保護・継承について様々な視

点から調査・研究に取り組んでいきたいと考えています。 

【町内の指定民俗文化財一覧】 

種   別 名  称 指定年月日 

国指定重要無形民俗文化財 山北のお峰入り 昭和 56年１月 21日 

県指定無形民俗文化財 世附の百万遍念仏 昭和 53年６月 23日 

県指定無形民俗文化財 室生神社の流鏑馬 平成７年２月 14日 

町指定無形文化財 川村囃子（山北） 昭和 50年７月 17日 

町指定無形文化財 川村囃子（岸） 昭和 50年７月 17日 

町指定無形文化財 白籏神社祭り囃子 平成 16年 11月 25日 
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民俗文化財の保護・継承について 

民俗文化財とは 衣食住・生業・信仰・年中行事などに関する風俗習慣、民俗芸能などの無

形民俗文化財やそれに用いられる衣服・器具・家屋・その他の有形民俗文化財で国民の生活

の推移の理解に欠くことのできないもの。 




